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平成27年度熊本県立八代高等学校関東地区同窓会　開催要領
日　　時 平成27年９月５日（土）
 11時30分～14時30分
受付時間 １0時30分～
 ＊例年より早い開催となっております

会　　場 上野精養軒　3階　桜の間
 〒110-8715 東京都台東区上野公園

4-58　TEL.03-3821-2181（代）
交　　通 JR上野公園口より徒歩5分
 地下鉄上野駅・京成上野駅より徒歩5分
 JR御徒町駅・地下鉄御徒町駅より徒歩12分

会費（参加費＋年会費）
男性 10,000 円 + 2,000 円　
女性 8,000 円 + 2,000 円　
20 ～ 30 代（男性女性とも）
          5,000 円 + 2,000 円　
学生（25 歳まで） 
          1,000 円 +｠0 円
特別参加・夫婦割引
●当日御同伴の方（補助の方）がいらっしゃる場合、

宴会費はいただきますが、八高卒業生でない場合、
年会費は不要です。

●八高卒業生でも、他地区同窓会に御所属の方は年
会費不要です。

●御夫婦割引：御夫婦で御参加の場合は一組あた
り宴会費から 2000 円割引。ただし、御夫婦ともに
関東同窓会所属の場合、年会費は各 2000 円いた
だきます。

＊今年度は業者による写真撮影はございません。同
窓生協力による撮影担当はおりますが、参加者の
皆様もどうぞ御自分のカメラを御持参ください。

＊出席通知のお葉書は8月13日までに御投函をお願い致します。
＊御同伴の方がいらっしゃる場合、通信欄に御記入ください。
＊同窓会に出席されない方も、年会費の御協力をよろしくお願い致

します。
＊はがき未提出の方も当日飛び入り参加大歓迎です。同期の御友

人お誘いあわせの上、是非御参加ください。

５階
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東
京
に
現
れ
る「
母
校
」を
楽
し
み
に
お
い
で

に
な
り
ま
せ
ん
か
？

当
番
幹
事
の
一
員
と
し
て
年
号
を
書
く

度
、
感
慨
深
く
な
り
ま
す
。
私
達
41
回
生

に
と
っ
て
は『
卒
業
か
ら
27
年
』を
意
味
し

ま
す
。
3
年
の
冬
年
越
し
て
ま
も
な
く
平

成
が
始
ま
り
、
は
か
ら
ず
も『
平
成
最
初
』

の
八
高
卒
業
生
に
な
り
、
永
碇
の
校
舎
を

背
に
歩
き
出
し
ま
し
た
。

新
し
さ
を
体
感
し
て
き
た
27
年
、
特
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
は
留
守
電
、

ポ
ケ
ベ
ル
、
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
携
帯
電
話
と
格
段
の
変
化
が
あ
り
ま

し
た
。『
ど
ん
な
に
離
れ
て
も
す
ぐ
つ
な
が

る
』が
当
た
り
前
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
故
郷
の
遠
さ
を『
言
葉
』に
感
じ
ま

す
。
馴
染
ん
だ
方
言
は
封
印
、
日
常
は
標

準
語
が
大
半
を
占
め
ま
す
。
だ
け
ど
、
同

郷
の
人
と
語
る
と
一
瞬
で
言
葉
は
切
替
わ

り
、
気
持
ち
は
地
元
に
戻
り
ま
す
。

ま
だ
参
加
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
若
い
世

代
の
皆
さ
ん
は
、
総
会
と
は
ど
ん
な
場
だ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
一
つ
言
え

る
の
は
、
そ
こ
は「
八
高
」に
な
り
ま
す
。

参
加
者
は
ど
な
た
も
あ
の
母
校
の
先
輩

方
、
友
人
達
で
す
。
言
葉
は
自
然
と
封
印

が
解
け
、
懐
か
し
い
話
題
に
溢
れ
ま
す
。

代
々
先
輩
方
が
こ
の
地
で
歴
史
を
重
ね
ら

れ
た
総
会
、「
八
高
生
」に
戻
る
場
、
そ
の

日
東
京
に
現
れ
る
母
校
に
お
い
で
に
な
り

ま
せ
ん
か
。

今
年
は
、
9
月
5
日
土
曜
日
、
上
野
精

養
軒
に
て
総
会
を
執
り
行
い
ま
す
。
当
番

幹
事
は
、
11
回
生
、
21
回
生
、
31
回
生
の

サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、
41
回
生
が
中
心
に
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

メ
イ
ン
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
35
回
生
岩

瀬
立
宣
さ
ん
に
よ
る
ラ
イ
ブ
で
す
。
八

高
時
代
は
吹
奏
楽
部
所
属
、
裸
足
の
天

才
と
呼
ば
れ
ま
し

た
。
多
ジ
ャ
ン
ル

に
わ
た
る
音
楽
の

造
詣
の
深
さ
に
加

え
、
大
学
在
学
中

に
プ
ロ
歌
手
の
ス

タ
ジ
オ
録
音
に
ピ

ア
ノ
・
サ
ッ
ク
ス
で
参
加
。
弾
き
語
り
・

バ
ン
ド
演
奏
の
他
に
、
ア
レ
ン
ジ
も
手
が

け
、
２
０
０
５
年
に
は
日
本
テ
レ
ビ「
斬

新
！
ア
レ
ン
ジ
の
王
様
」に
自
ら
の
バ
ン

ド
新
大
久
保
彦
左
衛
門
ｓ
で
出
場
、
準
優

勝
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
塾
講
師

の
傍
ら
音
楽
活
動
を
継
続
中
。
当
日
は
、

び
っ
く
り
共
演
も
あ
り
ま
す
。
ご
期
待
下

さ
い
！

ど
な
た
に
と
っ
て
も
懐
か
し
い
校
舎
で

の
日
々
を
思
い
起
こ
せ
る
場
所
に
な
る
よ

う
、
心
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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関
東
地
区
同
窓
会　

　

会
長 

守
屋
　
充
男

地
方
創
生
に
思
う
こ
と

時
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
今
年
も
関
東

八
高
同
窓
会
総
会
の
ご
案
内
を
出
す
時
期
と
な

り
ま
し
た
。
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
そ
の

後
お
変
わ
り
も
な
く
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と

と
思
い
ま
す
が
如
何
で
し
ょ
う
か
。

此
の
と
こ
ろ
の
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴

い
、
三
大
都
市
圏
以
外
の
地
方
圏
で
は
人
口
減

少
の
傾
向
が
加
速
し
て
お
り
、「
地
方
消
滅
」と

い
っ
た
過
激
な
言
葉
が
出
回
る
始
末
で
す
。
一

方
、
こ
の
流
れ
に
対
抗
す
る
手
段
と
し
て「
地

方
創
生
」が
叫
ば
れ
始
め
、「
ま
ち
、
ひ
と
、
し

ご
と
創
生
本
部
」も
立
ち
上
が
り
、
そ
の
活
動

が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
故
郷
で
あ
る
八
代
地
方
も
典
型
的

な
地
方
都
市
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
人
口
の

高
齢
化
と
減
少
に
は
対
抗
で
き
な
い
の
で
は
な

い
か
、
と
危
惧
す
る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
地
方
の
創
生
と

活
性
化
が
出
来
る
の
か
皆
で
考
え
、
行
動
す
る

時
が
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
私
は
５
月
末
に
八
代
に
帰
る
機
会

が
あ
り
一
年
振
り
に
帰
省
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
は
い
つ
も
以
上
に
心
に
感
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
皆
様
に
も
お
伝
え
し
よ
う
と

思
い
ま
す
。

羽
田
空
港
か
ら
ま
っ
す
ぐ
熊
本
阿
蘇
空
港
へ

飛
ん
だ
の
は
い
つ
も
の
通
り
で
し
た
が
、
今
回

は
天
草
の
友
人
を
訪
ね
る
た
め
に
、
そ
こ
か
ら

ロ
ー
カ
ル
航
空
会
社
の
小
型
機
に
乗
り
換
え
て

天
草
の
本
渡
空
港
ま
で
行
き
ま
し
た
。
低
い
高

度
で
飛
ぶ
プ
ロ
ペ
ラ
機
の
窓
か
ら
は
美
し
い
天

草
の
島
々
が
ま
る
で
絵
の
よ
う
に
見
え
、
わ
ず

か
20
分
の
フ
ラ
イ
ト
な
が
ら
実
に
す
ば
ら
し
い

経
験
で
し
た
。
天
草
で
一
泊
し
て
、
次
の
日
は

本
渡
港
か
ら
快
速
艇
で
三
角
港
へ
渡
り
ま
し

た
。
波
の
静
か
な
快
晴
の
天
気
の
中
、
天
草
五

橋
の
下
を
潜
り
抜
け
た
り
し
な
が
ら
の
船
旅

は
、
こ
れ
ま
た
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
三

角
港
の
桟
橋
の
近
く
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
三
角
駅
か
ら

熊
本
迄
は「
Ａ
列
車
で
行
こ
う
」と
い
う
特
急
列

車
に
乗
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
ま
た
と
て
も
可

愛
ら
し
い
綺
麗
な
列
車
で
、
熊
本
ま
で
の
約
一

時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
熊
本
で
は
お
城
の
直
近
の
宿
に
泊
ま
り
、

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
お
城
を
眺
め
な
が
ら
の

食
事
は
最
高
で
し
た
。

こ
の
体
験
の
中
で
思
っ
た
こ
と
は
、
地
方
創

生
と
か
地
方
の
活
性
化
と
い
う
と
す
ぐ
に
製
造

業
を
中
心
と
し
た
産
業
振
興
や
企
業
の
誘
致
な

ど
に
頭
が
行
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
こ
の

少
子
高
齢
化
の
世
の
中
で
は
そ
ろ
そ
ろ
発
想
を

変
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

私
た
ち
の
故
郷
の
熊
本
や
八
代
に
は
、
素
晴

ら
し
い
自
然
の
景
観
や
食
や
社
会
の
イ
ン
フ
ラ

と
い
っ
た
観
光
資
源
が
豊
富
に
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
資
源
を
さ
ら
に
活
用
す
る
こ
と
で
今
後

の
地
方
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
地
方
創
生
の

あ
り
方
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
の
総
会
は
41
回
生（
平
成
元
年

卒
）が
中
心
に
な
り
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。

卒
年
ご
と
の
学
年
幹
事
か
ら
な
る
幹
事
会
を
何

度
も
開
い
て
、
総
会
の
成
功
を
目
指
し
て
き
ま

し
た
。
多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

http://www.85kantou.com/

住所変更もこちらからどうぞ！

ご
出
席
く
だ
さ
る

　
恩
師
・
来
賓
の
方
々

　　

今
年
も
故
郷
か
ら
懐
か
し
い
恩
師
を
ご
招

待
い
た
し
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
総
会
に

駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
る
先
生
・
来
賓
の
方
々

で
す
。

　

先
生
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
３
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
恩
師

藤
井
　
林
藏 

先
生（
数
学
）

櫔
原
　
勤
也 

先
生（
生
物
）

■
来
賓

熊
本
県
立
八
代
高
等
学
校
・
中
学
校

校
長
　
山
本
　
朝
昭 

先
生

八
代
高
校
同
窓
会

会
長
　
　
　
岡
山
　
元
紀 

様（
高
10
回
）

事
務
局
長
　
本
村
　
勘
治 

様（
高
18
回
）

　

今年も
くまモン来る
…かも

人は愉しいところに集まる
上野の杜に同窓生集合！
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旧
中

◆
賀
来（
西
村
）勝
規（
35
回
）

現
在
95
歳
の
た
め
、
体
力
整
わ
ず
、
出
席

い
た
し
ま
せ
ん
。
総
会
の
大
成
功
を
祈
っ

て
お
り
ま
す
。

◆
長
谷
川
三
郎（
36
回
）

私
は
３
年
生
の
と
き
に
転
校
し
た
の
で
八

高
と
は
縁
が
な
く
、
八
中
時
代
に
仲
の
良

か
っ
た
友
人
に
も
も
う
連
絡
が
取
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。
１
０
０
歳
近
く
に
な
り
、

車
で
の
移
動
も
大
変
な
の
で
、
残
念
な
が

ら
欠
席
で
す
。

◆
古
閑
正
治（
43
回
）

農
作
業
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

高
女

◆
大
塔（
吉
田
）政
子（
36
回
）

現
在
、
車
イ
ス
で
週
３
回
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
通
っ
て
い
ま
す
。

◆
牧
野（
福
田
）ミ
ド
リ（
38
回
）

来
年
は
90
歳
で
す
。
元
気
で
お
り
ま
す

が
、
出
席
し
て
も
皆
知
ら
な
い
人
ば
か
り

な
の
で
考
慮
中
で
す
。

◆
田
添（
頼
藤
）愛
子（
42
回
）

主
人
が
88
歳
、
私
が
85
歳
に
な

り
、
平
成
24
年
7
月
に
八
代
の

鏡
町
か
ら
娘
と
孫
が
い
る
目
黒

に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

併
女

◆
古
川（
鷹
野
）明
美（
１
回
）

1
月
に
圧
迫
骨
折
と
診
断
さ
れ
、

7
か
月
も
の
長
き
闘
病
す
る
も

完
治
に
至
ら
ず
。
し
ば
ら
く
は

お
と
な
し
く
自
宅
療
養
を
続
け

ま
す
。

併
中

◆
松
本
陽
介（
２
回
）

妻
の
介
護
を
し
て
い
ま
す
。

高
校

◆
大
石
秀
敏（
２
回
）

靖
国
神
社
の『
み
た
ま
ま
つ
り
』に
奉
納
さ

れ
る
提
灯
約
２
万
灯
の
な
か
に
、
毎
年

『
八
代
宮
』は
あ
り
ま
す
が
、
今
回『
八
代

市
宮
崎
道
男
』が
あ
り
、
同
姓
同
名
の
八

高
同
期
生
に
電
話
し
て
確
認
し
ま
し
た
。

奇
遇
で
し
た
。

◆
有
田（
作
田
）俟
子（
２
回
）

高
３
に
男
女
共
学
と
な
り
、
共
学
の
第
１

回
生
で
す
。
旧
制
中
学
と
女
学
校
の
統
合

直
前
に
担
任
か
ら
、
女
学
校
代
表
で
挨
拶

し
ろ
と
言
わ
れ
、
突
然
の
事
で
頭
が
真
っ

白
に
な
り
、
何
を
話
し
た
か
覚
え
て
い
ま

せ
ん
。
そ
の
後
こ
れ
以
上
の
シ
ョ
ッ
ク
は

経
験
し
ま
せ
ん
が
、
今
で
は
懐
か
し
い
思

い
出
で
す
。

◆
小
川（
鹿
子
島
）珠
子（
３
回
）

81
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
年
齢
に
な

る
と
だ
ん
だ
ん
友
達
が
亡
く
な
り
淋
し
く

な
り
ま
す
。
東
京
で
娘
や
孫
と
同
居
し

て
、
朝
は
若
い
年
代
の
方
々
と
近
く
で
体

操
な
ど
し
て
、
元
気
に
主
婦
を
や
っ
て
い

ま
す
。

◆
稲
田
富
美
雄（
４
回
）

80
歳
を
過
ぎ
ま
し
た
が
、
死
ぬ
ま
で
現
役

で
い
た
い
と
思
い
、
細
々
と
で
き
る
範
囲

で
貿
易
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
同
窓
会

報
、
い
つ
も
懐
か
し
く
、
ま
た
、
関
係
者

皆
さ
ん
の
ご
努
力
に
感
謝
し
な
が
ら
拝
見

し
て
い
ま
す
。

◆
倉
澤（
岩
永
）園
子（
４
回
）

昨
年
膝
蓋
骨
骨
折
で
手
術
し
ま
し
た
が
、

幸
い
回
復
し
歩
行
に
支
障
あ
り
ま
せ
ん
。

膝
に
は
金
具
が
入
っ
た
ま
ま
で
す
が
、
元

気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
年
に
一
度
の

“
お
め
も
じ
”を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

◆
角
居（
牧
）洋
子（
５
回
）

八
高
、
懐
か
し
い
で
す
ね
。

◆
冨
澤（
大
浦
）和
子（
５
回
）

脚
、
腰
は
悪
い
で
す
が
、
何
と
か
元
気
に

過
ご
し
て
い
ま
す
。

◆
安
慶（
田
中
）壽
子（
７
回
）

友
人
が
亡
く
な
っ
た
り
、
病
気
だ
っ
た
り

で
、
知
り
合
い
が
い
な
い
の
で
失
礼
し
ま

す
。

◆
杉
富
士
雄（
７
回
）

毎
年「
三
〇
会
」と
称
し
て
同
期
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
関
東
在
住
の
人
々
が
25
名

ぐ
ら
い
集
ま
り
ま
す
。
八
代
で
も
数
年
お

き
に
開
催
し
て
い
て
、
全
国
か
ら
多
く
の

人
が
来
ま
す
。

◆
佐
藤
哲
二（
８
回
）

喜
寿
を
迎
え
た
学
友
の
顔
を
見
た
い
と
思

い
出
席
す
る
。

◆
横
田
智
彰（
８
回
）

８
回
生
も
喜
寿
を
迎
え
、
体
の
衰
え
も
あ

り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
大
勢
集
ま
る
の

は
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
同
窓
会
も

少
ず
つ
若
返
り
が
必
要
で
す
。
今
年
の

「
集
え
！
若
人
!!
」の
テ
ー
マ
は
な
か
な
か

良
い
呼
び
か
け
で
す
。
若
い
人
の
参
加
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

◆
内
山（
城
崎
）留
美（
９
回
）

お
蔭
様
で
何
と
か
元
気
に
し
て
お
り
ま
す
。

◆
富
永（
津
田
）旦
子（
９
回
）

高
齢
に
な
り
、
静
か
に
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

◆
田
原
弘
徳（
10
回
）

ま
す
ま
す
元
気
で
、
剣
道
講
習
会
等
で
、

国
内
外
の
あ
ち
こ
ち
を
廻
っ
て
い
ま
す
。

◆
野
口
勇（
10
回
）

久
し
ぶ
り
に
参
加
し
ま
す
。
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

◆
野
田
芳
雄（
10
回
）

東
京
で
起
業
し
て
50
年
目
で
す
。
今
後
も

現
役
で
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。
若
い
者
に
は
負
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

◆
谷
﨑
義
治（
11
回
）

65
歳
で
会
社
を
リ
タ
イ
ア
し
、
モ
ン
ゴ
ル

の
薬
草
の
仕
事
を
続
け
て
い
ま
す
。

◆
立
川
義
房（
12
回
）

昨
年
は
7
月
中
、
九
州
に
い
ま
し
た
。
そ

の
間
に
八
代
で
同
窓
会
に
出
ま
し
た
。

◆
永
野
新
太
郎（
12
回
）

毎
週
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
暴
れ
て
い
ま

す
。
先
日
、
西
日
本
新
聞
の
熊
本
県
版
に

50
週
連
載
さ
れ
た「
そ
う
だ
っ
た
の
か
八

代
」を
友
人
が
送
っ
て
く
れ
て
、
生
ま
れ

育
っ
た
八
代
に
つ
い
て
、
知
ら
な
過
ぎ
た

こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

◆
清
水
亮（
13
回
）

古
希
を
過
ぎ
る
と
出
掛
け
る
の
が
億
劫
に

な
り
ま
す
が
、
頑
張
っ
て
出
席
し
ま
す
。

◆
宮
川
正
弘（
13
回
）

旧
友
の
皆
さ
ん
、
恩
師
の
先
生
方
を
思
い

出
し
、
お
会
い
し
た
い
気
も
あ
り
ま
す

が
、
健
康
状
態
そ
の
他
の
事
情
も
あ
り
ま

す
。
母
校
の
繁
栄
を
願
っ
て
い
ま
す
。

◆
宮
崎
正
郎（
14
回
）

20
年
前
、
東
京
に
単
身
赴
任
し
て
い
た
時

に
出
席
し
て
い
ま
し
た
が
、
14
回
生
の
出

席
が
皆
無
で
は
、
関
西
か
ら
足
が
向
き
ま

せ
ん
。
関
東
の
14
回
生
、
東
京
で
会
い
ま

せ
ん
か
!!

◆
野
村
茂
之（
14
回
）

70
歳
と
な
り
ま
し
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
、

奈
良
の
自
宅
を
空
き
家
に
し
て
、
東
京
暮

ら
し
で
す
。

◆
山
口（
藤
本
）弘
明（
15
回
）

幹
事
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
！
今
年
も
楽
し

く
過
ご
し
た
い
で
す
。

◆
藤
由（
杉
山
）征
子（
15
回
）

皆
さ
ま
に
お
会
い
し
、
楽
し
い
1
日
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
小
薗（
森
本
）郁
子（
16
回
）

昨
年
9
月
に
八
代
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。

◆
本
田
信
男（
16
回
）

毎
年
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、
こ
の
時
期
が

来
る
の
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。
高

校
時
代
の
会
話
と
雰
囲
気
に
浸
り
、
明
日

へ
の
活
力
を
！
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
坂
本（
武
井
）恭
子（
16
回
）

岩
本
さ
ん
御
姉
弟
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
楽

し
み
で
す
。

◆
湯
川
建
夫（
17
回
）

年
6
回
ほ
ど
、
熊
本
市
北
区
の
実
家
に
帰

り
、
草
取
り
を
し
て
い
ま
す
。

◆
高
野
仁
志（
18
回
）

妻
・
高
野
米
子（
21
回
）と
出
席
す
る
予
定

で
す
。

◆
田
川
徹（
19
回
）

65
歳
に
な
り
、
母
の
介
護
も
あ
っ
て
八
代

に
戻
り
ま
し
た
。

◆
前
垣
克
美（
19
回
）

11
月
9
日
に
、
19
回
生
の
関
東
地
区
と
ツ

ア
ー
上
京
組
と
で
合
同
同
期
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

◆
野
﨑
陽
子（
20
回
）

３
月
に
植
柳
の
盆
踊
り
が
国
選
択
無
形
民

俗
文
化
財
に
な
り
ま
し
た
。
お
盆
に
里
帰

り
さ
れ
る
方
は
、
是
非
踊
り
に
お
出
で
く

だ
さ
い
。

◆
長
谷
川（
齋
藤
）美
智
子（
20
回
）

八
代
で
、
妙
見
祭
に
あ
わ
せ
て
65
歳
の
同

窓
会
が
開
か
れ
ま
す
。
多
く
の
懐
か
し
い

仲
間
と
の
再
会
が
楽
し
み
で
す
。
元
気
で

遊
べ
る
時
間
を
楽
し
み
ま
っ
し
ょ
い
！

◆
古
川（
加
藤
）晶
子（
20
回
）

数
年
ぶ
り
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東
京
在
住
の
懐
か
し
い
皆
さ
ま
に
お
目
に

か
か
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

◆
横
田（
川
﨑
）真
澄（
21
回
）

今
年
こ
そ
は
出
席
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
土
曜
日
は
な
か
な
か
休
み
が
取

れ
ま
せ
ん
…
。

昨年（平成26年度）の総会への出欠葉書に
書き添えられた同窓生のメッセージです。

（2）

20
回
生

岡

　
　公
児

今
岡

　成
友

佐
伯

　憲
昭

折
木

　良 

一

古
田

　尊
士

長
谷
川
美
智
子

今年も出て来なっせ！！

待っとるけん♡

八
代
高
等
学
校
関
東
地
区
同
窓
会
会
長

守
屋
充
男
（
高
10
回
卒
）

〒
２
６
３
│
０
０
４
３　

千
葉
県
千
葉
市
稲
毛
区
小
仲
台
５
│
５
│
１

パ
ー
ク
シ
テ
ィ
稲
毛
の
杜
８
０
６

電
話
０
４
３
│
２
５
２
│
３
８
７
２

あ
な
た
の
相
続
税
申
告
予
約
受
付
中
！

税
理
士　

後の
ち

本も
と

一か
ず

幹み
き

（
高
21
回
卒
）

東
京
都
東
大
和
市
向
原
３
│
９
０
０
│
２
３

電
話　

０
４
２
│
５
６
３
│
９
２
１
８

司
法
書
士
平
野
　
智
幸
（
高
17
回
卒
）

〒
１
６
３
│
０
２
０
８

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
６
番
１
号

新
宿
住
友
三
角
ビ
ル
８
階

電　

話　

０
３
│
６
３
０
２
│
０
９
４
５

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３
│
６
３
０
２
│
０
９
４
８

メ
ー
ル　

hirano.sank@
gm
ail.com

エ
コ
省
エ
ネ
シ
ス
テ
ム
設
計
施
工
（
特
許
）

厚
生
労
働
省
指
定　

認
定
番
号
３
０
１
号

生
ゴ
ミ
消
滅
型
設
備
・
厨
房
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
施
工

有
限
会
社
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
オ
ー
ノ

大
野
照
雄
（
高
６
回
卒
）

〒
１
８
７
│
０
０
４
４　

東
京
都
小
平
市
喜
平
町
３
│
１
│
６
│
１
０
７

電
話
０
４
２
│
３
２
３
│
７
５
０
６

同窓生からの
メッセージ
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（3）

丁
畑
　
佐
代
　
先
生（
理
科（
生
物
））

　

こ
ん
に
ち
は
！　

お
久

し
ぶ
り
で
す
。

関
東
同
窓
会
の
皆
様
、
お

元
気
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
ち
ら
は
、
八
代
の

海
・
山
・
川
に
恵
ま
れ
て
、
次
世
代
の
子
ど
も

達
と
一
緒
に
自
然
を
満
喫
し
、
第
二
の
人
生

を
楽
し
く
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
環
境
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
他
、
諸
活
動
の
中
で
、
活
躍
し
て
お
ら

れ
る
卒
業
生
と
出
会
う
機
会
が
多
く
、
退
職
後

も
教
職
に
就
い
て
い
た
幸
せ
と
感
動
を
い
た
だ

き
、
感
謝
々
の
あ
り
が
た
い
毎
日
で
す
。

　

前
回
、
関
東
地
区
で
ご
活
躍
の
皆
様
と
再
会

で
き
た
感
激
と
嬉
し
さ
は
、
今
も
脳
裏
に
し
っ

か
り
と
焼
き
付
き
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
八
高
時

代
が
甦
り
、
一
人
ひ
と
り
の
輝
き
か
ら
溢
れ
る

思
い
に
、
こ
み
上
げ
て
く
る
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
の
ご
縁
を
楽
し
み
に
、
八

代
か
ら
ご
盛
会
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

 

合
掌

島
田
　
和
義
　
先
生（
英
語
）

　

昭
和
60
年
4
月
に
母

校
の
八
代
高
校
に
赴
任

し
ま
し
た
。
関
東
地
区

同
窓
会
の
今
年
度
幹
事

学
年
で
あ
る
41
回
生
の

み
な
さ
ん
と
は
担
任
団
の
一
人
と
し
て
関
わ
り

を
持
ち
、
楽
し
い
時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
平
成
11
年
3
月
ま
で
勤
務
し
ま
し
た
の

で
、
創
立
90
周
年
及
び
創
立
１
０
０
周
年
の
行

事
と
も
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
出
来
、
貴
重
な

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
第
一
高
校
、
人
吉
高
校
、
北
稜
高

校
に
勤
め
、
平
成
20
年
3
月
に
退
職
し
ま
し

た
。

　

退
職
後
は
、
自
分
の
住
居
が
あ
る
氷
川
町

桜
ヶ
丘
地
区
の
区
長
を
2
年
間
し
た
あ
と
、
現

在
は
民
生
委
員
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
地
域

に
何
か
し
ら
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
過
ご
し

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
関
東
地
区
同
窓
会
の
発
展
と
皆
様

方
の
御
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

水
元
　
義
和
　
先
生（
理
科（
化
学
））

　（
現
・
八
代
高
等
学
校
・
中
学
校 

副
校
長
）

　

　

平
成
26
年
４
月
、
中

学
の
副
校
長
と
し
て
八

代
高
校
に
戻
っ
て
き
ま

し
た
。
昭
和
60
年
に
新

採
と
し
て
赴
任
し
、
４

年
後
に
41
回
生
を
送
り
出
し
て
以
来
で
す
。

　

現
在
八
代
高
校
は
中
高
一
貫
校
と
な
っ
て
い

ま
す
。
10
名
ほ
ど
の
中
学
の
先
生
の
中
に
当
時

担
任
し
た
生
徒
が
２
人
も
居
て
、
中
学
の
要
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
教
え
子
た
ち
が
活
躍
す
る

姿
は
う
れ
し
く
、
頼
も
し
さ
を
も
感
じ
ま
す
。

　

学
校
は
少
し
ず
つ
姿
を
変
え
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
当
時
の
面
影
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
当
時
同
勤
し
て
い
た
先
生
や
同

窓
生
も
訪
ね
て
き
て
く
れ
ま
す
。
再
び
八
代
高

校
で
勤
務
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ま
た
皆
さ
ん
と
再
会
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
な
が
ら
、
後
輩
た
ち
の
た
め
に
全
力
を
尽
く

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

恩
師
の
方
々
の
近
況

　
今
回
の
関
東
地
区
同
窓
会
の
開

催
に
あ
た
っ
て
、
懐
か
し
い
恩
師
、

特
に
当
番
幹
事
が
お
世
話
に
な
っ

た
先
生
方
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

熊本県立八代高等学校関東地区同窓会平成26年度収支報告書
（自：平成26年４月１日　至：平成27年３月31日）  単位：円

収入の部 金　　額 支出の部 金　　額
前年度繰越金 2,824,189 総会祝宴費 2,335,527
年会費収入 784,000 物産展仕入 143,446
宴会費収入 2,190,000 通信費 262,935
祝金収入 110,000 事務用品費 21,214
寄付金収入 64,500 支払手数料 53,459
会報広告収入 160,000 印刷費 338,256
物産展収入 165,930 招待費 164,802
受取利息 102 慶弔関係費 80,000

幹事活動費 244,438
事務局活動費 62,382
翌年度繰越金 2,592,262

合計 6,298,721 合計 6,298,721

（注）翌年度繰越金の内訳
事務局手持現金 57,991円
普通預金（三井住友銀行神田支店） 1,111,849円
ゆうちょ銀行（東日本橋三郵便局） 1,421,183円
貯蔵品（はがき450円・切手789円） 1,239円

合計 2,592,262円

上記収支決算につき監査の結果適正と認めます。
平成27年5月18日 監査委員　 山本克文　㊞

田原公正　㊞

D E S I G N  &  P R I N T I N G
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東
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都
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田
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町
１
ー
６

 
TEL.03-3294-4751  FAX.03-3295-6198

齋
藤
美
沙（
高
33
回
卒
）

企
画
・
デ
ザ
イ
ン
・
印
刷

◆
大
蔭
富
士
雄（
21
回
）

天
野
和
子
さ
ん
を
連
れ
て
行
き
ま
す
。
22

回
の
川
畑
君
が
、
初
め
て
出
席
し
た
い
と

の
こ
と
で
す
。

◆
宮
崎（
上
野
）眞
智
子（
23
回
）

母
の
介
護
で
年
に
３
、４
回
八
代
に
帰
っ

て
い
ま
す
。
病
院
と
施
設
以
外
に
立
ち
寄

る
時
間
も
な
く
、
八
代
を
楽
し
め
る
状
態

で
は
な
い
で
す
が
、
故
郷
は
い
つ
も
あ
た

た
か
く
優
し
く
存
在
し
て
く
れ
ま
す
。

◆
戸
屋
哲
博（
23
回
）

ま
だ
現
役
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

◆
緒
方
健
一（
24
回
）

61
歳
に
な
り
退
職
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
同
窓
生
と
楽
し
く
過
ご
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

◆
髙
盛
達
也（
26
回
）

現
在
名
古
屋
勤
務
で
す
が
、
出
席
し
ま

す
。
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

◆
園
部
薫（
26
回
）

Ｇ
Ｗ
に
帰
省
し
た
際
、
日
奈
久
温
泉
で
宿

泊
。
久
し
ぶ
り
に
身
体
に
優
し
い
温
泉
と

山
海
の
幸
を
満
喫
し
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
、

や
っ
ち
ろ
は
よ
か
ば
い
。

◆
米
村
惣
太
郎（
26
回
）

卒
業
し
て
か
ら
早
や
40
数
年
、
悲
し
い
こ

と
も
嬉
し
い
こ
と
も
色
々
あ
っ
た
け
ど
、

一
緒
に
還
暦
を
祝
え
た
ら
い
い
で
す
ね
！

２
０
１
５
年
、
節
目
の
同
窓
会
へ
ぜ
ひ
！

◆
田
原
公
正（
27
回
）

卒
業
40
周
年
。
還
暦
も
近
い
こ
と
だ
し
、

皆
で
集
い
楽
し
も
う
！

◆
岡
村
克
也（
28
回
）

８
月
に
一
泊
で
、
長
野
県
の
飯
綱
高
原
へ

大
人
の
修
学
旅
行（
2
回
目
）に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
男
性
４
人
、
女
性
４
人
、
同
級

生
だ
け
の
楽
し
く
思
い
出
深
い
旅
行
で
し

た
。

◆
齋
藤
浩
一（
33
回
）

少
し
ず
つ
同
期
の
参
加
が
増
え
て
き
て
、

楽
し
さ
が
増
し
て
き
ま
し
た
。
夫
婦
割

引
、
感
謝
で
す
！

◆
永
野
浩
介
・
永
野（
藤
本
）純
子（
34
回
）

今
年
は
夫
婦
で
参
加
し
ま
す
。
久
し
ぶ
り

に
皆
さ
ん
に
会
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

◆
藤
田（
水
本
）佳
鶴
子（
34
回
）

再
会
を
楽
し
み
に
、
喜
ん
で
出
席
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
！

◆
堀
口
敬
三（
35
回
）

転
勤
で
、
札
幌
市
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。

◆
下
川
忍（
36
回
）

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
二
次
会
も

含
め
て
、
同
級
生
と
の
再
会
で
癒
さ
れ
ま

す
。

◆
山
田（
濱
田
）千
登
勢（
38
回
）

夫
婦
で
出
席
し
ま
す
。

◆
石
村
尚
文（
39
回
）

当
番
幹
事
が
終
わ
っ
た
の
で
今
年
は
ゆ
っ

く
り
楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

◆
宮
尾
伸
一（
40
回
）

今
年
は
当
番
幹
事
と
し
て
頑
張
っ
て
、
皆

さ
ん
が「
楽
し
か
っ
た
ば
い
！
」と
言
っ
て

く
だ
さ
る
よ
う
に
盛
り
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

◆
佐
藤
康
弘（
40
回
）

初
幹
事
で
初
同
窓
会
へ
出
席
で
す
。
諸
先

輩
の
皆
様
と
一
緒
に
楽
し
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

◆
倉（
徳
冨
）五
月（
41
回
）

毎
年
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
定
着
し
て
き
ま

し
た
。
今
年
も
い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
・
再

会
を
楽
し
み
に
伺
い
ま
す
。

◆
小
山（
升
田
）亜
希
子（
46
回
）

昨
年
1
年
間
、
病
気
療
養
の
た
め
に
実
家

に
帰
っ
て
お
り
ま
し
た
。

◆
山
﨑（
角
心
）理
枝
子（
52
回
）

出
産
間
近
の
た
め
、
体
調
が
よ
か
っ
た
ら

出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

阿蘇の大自然を五感で満喫しながら

爽快なプレーを楽しむ名門コース。

阿蘇東急ゴルフクラブ

新規会員募集中！  

㈱東急リゾートサービス ゴルフ事業本部 

清田逸雄（高 36 回卒） 

熊本県阿蘇郡南阿蘇村河陽 4369-1
TEL.0967-67-1616
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会

費

納

入

者

●
旧
中（
7
名
）賀
来
勝
規
、成
尾
秀
太
郎
、

宮
本
繁
治
、佐
藤
包
英
、古
閑
正
治
、米
正

七
、平
本
昭
年

●
高
女（
5
名
）長
島
ハ
ル
、福
山
滋
子
、佐

藤
正
子
、執
行
敦
子
、長
瀬
美
良
子

●
併
女（
1
名
）古
川
明
美

●
高
1
回（
1
名
）大
田
政
伸

●
高
2
回（
4
名
）野
田
宗
典
、大
石
秀
敏
、

弓
削
淳
、関
方
義

●
高
3
回（
3
名
）塩
田
克
弘
、山
下
良
子
、

野
々
口
哲
朗

●
高
4
回（
2
名
）森
岡
賢
一
郎
、阿
部
明
子

●
高
5
回（
8
名
）田
川
信
俊
、宮
本
三
喜

彦
、山
口
哲
哉
、小
林
映
子
、宮
坂
康
行
、高

木
平
二
、川
北
貞
雄
、加
藤
利
兵
衛

●
高
6
回（
5
名
）小
堀
昭
治
、徳
住
幾
子
、

本
村
佶
英
、山
田
義
信
、三
上
昭
雄

●
高
7
回（
2
名
）杉
富
士
雄
、田
中
徹

●
高
8
回（
8
名
）土
肥
昭
子
、渡
辺
真
喜

代
、大
黒
寛
、富
澤
テ
ル
子
、亀
山
鉅
、足
達

康
好
、吉
見
勝
人
、城
戸
哲
也

●
高
9
回（
5
名
）加
峰
靖
則
、山
崎
淳
子
、

前
村
大
成
、沖
村
好
清
、岡
坂
桂
子

●
高
10
回（
10
名
）塩
谷
正
司
、橋
口
健
治
、

白
石
武
、冨
田
慶
子
、菅
野
喜
代
子
、田
原
弘

徳
、野
田
加
代
子
、澤
井
晃
、兼
丸
和
子
、林

田
龍
起

●
高
11
回（
2
名
）福
岡
泰
秀
、綱
春
子
、

●
高
12
回（
5
名
）冨
永
正
徳
、小
島
精
也
、

吉
村
允
宏
、小
出
洋
子
、寺
門
三
智
子

●
高
13
回（
2
名
）横
田
忠
道
、宮
川
正
弘

●
高
14
回（
5
名
）竹
田
興
、河
村
慎
一
、坂

口
浩
、加
藤
美
津
子
、鈴
木
道
子

●
高
15
回（
4
名
）千
野
哲
夫
、西
村
勝
利
、

米
村
泰
浩
、福
田
祐
輔

●
高
16
回（
4
名
）吉
田
時
治
、末
永
近
志
、

田
原
謙
治
、赤
松
達
雄

●
高
17
回（
4
名
）野
中
裕
、山
口
憲
光
、飯

田
祐
矩
子
、鶴
本
良
夫

●
高
18
回（
4
名
）熊
田
章
子
、福
田
俊
幸
、

西
村
芳
勝
、小
野
陽
子

●
高
19
回（
12
名
）河
部
計
一
朗
、大
前
道

江
、江
原
保
、桂
か
よ
子
、木
下
健
次
、山
﨑

孝
助
、宮
川
禮
子
、川
口
裕
介
、志
賀
博
子
、

松
本
知
子
、村
上
洋
子
、徳
永
恭
一

●
高
20
回（
4
名
）古
田
尊
士
、由
川
晴
子
、

坂
本
泰
博
、伊
藤
文
博

●
高
21
回（
4
名
）小
林
あ
さ
子
、小
原
え
り

子
、横
田
真
澄
、山
崎
照
子

●
高
22
回（
1
名
）松
永
哲
夫

●
高
23
回（
6
名
）辻
田
新
一
、遠
山
洋
子
、

馬
城
文
雄
、秋
山
洋
子
、宮
崎
真
智
子
、白
坂

郁
代

●
高
24
回（
2
名
）森
本
一
夫
、村
山
淳
一

●
高
25
回（
2
名
）田
上
幸
恵
、奈
倉
ち
さ
子

●
高
26
回（
3
名
）緒
續
英
章
、百
原
昌
彦
、

嶋
村
絹
子

●
高
27
回（
1
名
）米
田
元
子

●
高
28
回（
3
名
）岡
村
克
也
、山
崎
和
美
、

宮
城
昭
一

●
高
29
回（
3
名
）平
松
ひ
ろ
み
、市
川
尚

友
、樋
口
典
代

●
高
31
回（
3
名
）田
中
英
三
郎
、秋
永
薫

児
、小
目
谷
照
美

●
高
32
回（
2
名
）柴
田
覚
尊
、宮
崎
牧
江

●
高
34
回（
5
名
）下
川
芳
春
、山
本
等
、瀧

下
啓
介
、清
末
み
ど
り
、西
村
敏
信

●
高
35
回（
2
名
）市
川
邦
枝
、高
山
真
由
美

●
高
36
回（
4
名
）石
井
貴
子
、清
田
逸
雄
、

魚
住
亮
一
、岩
男
久
美
子

●
高
37
回（
2
名
）北
口
保
、高
原
浩
子

●
高
38
回（
5
名
）河
野
理
恵
子
、魚
住
美

和
、本
村
健
太
、上
野
浩
美
、西
大
條
香

●
高
39
回（
3
名
）田
崎
隆
一
、田
崎
智
美
、

竹
本
圭
子

●
高
40
回（
1
名
）小
幡
友
紀

●
高
46
回（
1
名
）小
山
亜
希
子

●
高
47
回（
1
名
）渡
邊
篤
志

出

席

者

●
旧
中（
1
名
）辻
時
夫

●
高
女（
4
名
）隅
蔵
秀
子
、安
部
富
美
子
、

海
堀
政
子
、田
添
愛
子

●
高
2
回（
3
名
）蓑
田
真
幸
、柿
田
悦
子
、

有
田
俊
子

●
高
3
回（
1
名
）大
森
将
雄

●
高
4
回（
2
名
）村
橋
恒
夫
、倉
澤
園
子

●
高
5
回（
2
名
）亀
山
昭
年
、本
田
大
三
郎

●
高
6
回（
4
名
）斎
藤
弘
、大
野
照
雄
、平

井
信
雄
、坂
西
吉
郎

●
高
8
回（
28
名
）松
永
章
、横
田
智
彰
、濱

田
忠
嗣
、百
武
末
子
、角
田
博
昭
、磯
川
美
穂

子
、弓
削
鈴
子
、吉
川
惇
一
、堀
田
欽
也
、山

本
安
男
、坂
根
操
、高
嶺
朝
映
、徳
井
溢
子
、

徳
永
キ
ミ
エ
、坂
口
実
、坂
口
八
代
子
、小
田

智
子
、平
岡
昌
次
、緒
方
光
子
、緒
方
久
信
、

野
田
勝
、佐
藤
哲
二
、吉
越
日
佐
子
、勝
野
良

平
、小
橋
明
義
、平
野
栄
司
、緒
方
健
吉
、岩

坂
照

●
高
9
回（
1
名
）田
口
武

●
高
10
回（
11
名
）守
屋
充
男
、陣
立
國
夫
、

草
原
忠
義
、大
和
田
洋
子
、岩
元
昌
枝
、野
口

勇
、野
田
芳
雄
、原
田
大
蔵
、松
本
龍
治
、安

本
昇
、奥
村
幹
郎

●
高
11
回（
2
名
）松
岡
誠
也
、田
口
由
紀
子

●
高
13
回（
3
名
）清
水
亮
、谷
澤
道
雄
、平

井
逸
雄

●
高
15
回（
13
名
）山
口
弘
明
、矢
野
陸
男
、

沖
田
哲
雄
、野
口
鮎
子
、藤
由
征
子
、宮
崎
尭

子
、河
田
俊
彦
、三
木
博
美
、草
原
朋
子
、相

良
公
美
、佐
々
木
絹
子
、小
堀
宗
武
、岩
井
篤

子●
高
16
回（
6
名
）川
上
健
一
、原
久
仁
子
、

本
田
信
男
、庭
野
直
子
、坂
本
恭
子
、末
永
博

子●
高
17
回（
6
名
）八
間
川
憲
彦
、廣
田
二

郎
、平
野
智
幸
、田
上
幸
雄
、上
田
金
吾
、野

村
大
輔

●
高
18
回（
4
名
）元
村
隆
吉
、高
野
仁
志
、

下
畑
富
子
、河
野
博
子

●
高
19
回（
5
名
）税
所
洋
子
、上
村
英
助
、

沖
田
安
生
、内
藤
定
芳
、中
村
静
雄

●
高
20
回（
18
名
）折
木
良
一
、佐
伯
憲
昭
、

今
岡
成
友
、岡
公
児
、川
原
洋
一
郎
、山
口

徳
丸
、長
谷
川
美
智
子
、福
田
恵
美
子
、守
屋

み
つ
え
、古
川
晶
子
、中
澤
茂
子
、今
福
佐
代

子
、尾
村
博
幸
、大
田
寿
美
子
、河
合
敏
夫
、

窪
田
格
、竹
内
明
英
、靏
山
裕
美

●
高
21
回（
10
名
）天
野
和
子
、相
馬
り
え

子
、大
蔭
富
士
雄
、田
上
誠
治
、鶴
山
剛
、大

野
博
文
、沼
田
純
一
、勝
井
梅
子
、後
本
一

幹
、中
山
道
雄

●
高
22
回（
5
名
）福
田
龍
之
介
、川
畑
房
二

郎
、大
川
邦
子
、田
村
み
よ
子
、中
台
あ
し
子

●
高
23
回（
6
名
）植
村
数
之
、村
岡
晋
一
、

後
本
良
介
、森
岡
雅
美
、宮
浦
京
子
、本
保
都

●
高
24
回（
5
名
）山
本
克
文
、岩
下
治
、緒

方
健
一
、狩
野
聖
子
、左
座
泰
良

●
高
25
回（
2
名
）松
永
信
一
、中
村
正
一

●
高
26
回（
17
名
）櫻
井
美
智
子
、緒
方
雅

久
、橋
本
博
美
、鋤
田
五
郎
、寺
本
幹
子
、大

川
博
正
、桝
田
加
代
子
、藤
崎
護
、高
盛
達

也
、米
村
惣
太
郎
、澤
田
厚
子
、森
上
浩
一
、

宮
崎
三
郎
、園
部
薫
、西
田
良
江
、根
本
博

美
、宮
嶋
直

●
高
27
回（
1
名
）田
原
公
正

●
高
28
回（
4
名
）島
耕
治
、有
田
幸
生
、岩

崎
幸
代
、鋤
先
寛
澄

●
高
29
回（
2
名
）宮
本
保
之
、立
居
場
誠
治

●
高
30
回（
6
名
）金
藤
久
美
子
、萩
本
健

吾
、西
内
恵
子
、中
部
加
代
子
、松
永
洋
子
、

梶
村
智

●
高
31
回（
6
名
）田
口
敏
弘
、田
島
浩
幸
、

中
村
正
浩
、池
田
純
子
、上
田
栄
治
、神
戸
愛

子●
高
32
回（
2
名
）浜
田
強
、松
本
達
郎

●
高
33
回（
3
名
）角
田
久
美
子
、齋
藤
美

沙
、齋
藤
浩
一

●
高
34
回（
7
名
）吉
松
宏
章
、山
下
富
徳
、

藤
田
佳
鶴
子
、杉
本
久
美
子
、須
藤
利
夫
、斎

藤
彰
、永
野
浩
介

●
高
35
回（
1
名
）上
野
悟

●
高
36
回（
6
名
）下
川
忍
、松
嶋
清
夫
、古

川
洋
之
、香
山
俊
已
、森
田
晋
子
、永
島
ち
あ

き●
高
37
回（
3
名
）新
崎
聖
佳
、斉
藤
啓
二
、

栗
山
智
佐

●
高
38
回（
10
名
）平
井
信
行
、鎌
田
典
子
、

岡
田
公
孝
、水
科
美
由
紀
、古
嶋
裕
一
、山

田
千
登
勢
、山
田
健
二
、小
浦
洋
生
、水
本
浩

二
、池
田
由
美

●
高
39
回（
7
名
）小
須
田
早
織
、石
村
尚

文
、太
田
信
二
、草
野
広
道
、小
笹
美
和
、中

川
彰
則
、甲
斐
一
成

●
高
40
回（
15
名
）木
村
真
理
、木
村
英
寿
、

本
岩
毅
、佐
藤
康
弘
、山
内
達
男
、宮
尾
伸

一
、澤
永
宜
孝
、吉
塚
亮
子
、間
宮
日
呂
美
、

池
崎
裕
隆
、深
川
清
治
、谷
地
真
理
、福
田
靖

彦
、山
村
眞
平
、益
田
裕
子

●
高
41
回（
1
名
）倉
五
月

●
高
43
回（
1
名
）國
定
操

●
高
48
回（
1
名
）米
村
亮
太
郎

●
高
49
回（
1
名
）大
江
田
浩
隆

●
高
50
回（
1
名
）船
津
佳
世

●
高
53
回（
1
名
）橋
本
彩

●
高
54
回（
2
名
）一
萌
子
、橋
本
明
日
香

●
高
55
回（
1
名
）遠
山
昇
司

●
高
60
回（
1
名
）吉
川
加
良
子

物

故

者

●
竹
永
一
雄（
旧
中
37
回
）

●
山
村
忠
信（
旧
中
46
回
）

●
山
口（
成
松
）慶
子（
高
女
36
回
）

●
中
園（
蓑
田
）ミ
チ（
高
女
36
回
）

●
竹
永（
江
副
）綱
子（
高
女
39
回
）

●
松
岡（
谷
崎
）幸
子（
高
女
39
回
）

●
服
部（
薄
井
）道
子（
高
女
41
回
）

●
野
中（
角
久
）道
子（
高
女
43
回
）

●
上
山（
服
田
）久
枝（
併
女
１
回
）

●
菅
沼
新
八
郎（
高
２
回
）

●
大
塚
康
秀（
高
２
回
）

●
上
村
守（
高
３
回
）

●
広
瀬
昌
三（
高
３
回
）

●
上
村
昭
也（
高
３
回
）

●
大
嶋（
山
下
）富（
高
５
回
）

●
村
崎
哲
哉（
高
７
回
）

●
永
田
卓（
高
８
回
）

●
黒
田
清
保（
高
９
回
）

●
佐
藤
定
喜（
高
９
回
）

●
高
山（
福
田
）薫（
高
10
回
）

●
田
中（
田
島
）サ
カ
エ（
高
10
回
）

●
吉
岡
良
信（
高
12
回
）

●
上
村
志
伸（
高
13
回
）

●
舟
津
史
子（
高
14
回
）

●
井
戸
大
八
郎（
高
15
回
）

●
岩
本
宏（
高
16
回
）

●
加
賀（
古
閑
）一
枝（
高
17
回
）

●
境
睦
郎（
高
18
回
）

●
秋
田
満
生（
高
20
）

●
中
田
志
京（
高
24
回
）

※
親
族
の
方
よ
り
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　

 

　
（
敬
称
略
）

※
氏
名
等
の
不
備
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事

務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度

熊
本
県
立
八
代
高
等
学
校
関
東
地
区
同
窓
会

出
席
者
一
覧
・
会
費
納
入
者
一
覧

（
平
成
27
年
3
月
31
日
現
在
）

（4）

私
共
の
同
窓
会
の
傾
向
で
す
が
、

翌
年
以
降
の
当
番
幹
事
の
世
代
の

方
々
の
出
席
状
況
が
あ
ま
り
良
く

あ
り
ま
せ
ん
。

昨
年
・
今
年
の
当
番
幹
事
の

方
々
は
こ
の
対
策
と
し
て
、
翌
年

以
降
の
方
々
と
の
交
流
会
な
ど
を

開
拓
し
、
こ
れ
が
礎
と
な
り
今
の

同
窓
会
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
当
番
幹
事
と
な
ら
れ
る
世
代
と

の
接
点
・
機
会
・
交
流
を
真
剣
に
考
え
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会
の
あ
り
方
と
し
て
、
同
窓
会

先
達
と
し
て
、
同
窓
会
後
輩
等
へ
の
助
力

等
の
為
の
窓
口
の
創
設
と
か
考
え
ら
れ
な

い
で
し
ょ
う
か
。

同
窓
会
会
員
の
皆
様
の
英
知
を
役
員

等
に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

事務局だより 今年度は“１”の代が当番幹事です
（11回生、21回生、31回生、41回生）

11回生 松岡誠也、田口由紀子
21回生 勝井梅子、後本一幹
31回生 上田栄治
41回生 倉（徳冨）五月、島野　聡、高宮ひさみ、　

（主幹事） 博多正寿、松永敬介、松永俊宏、山副あさ、
 由井（木村）知美

皆様にとって佳き一日となるよう、
心を尽くしてまいります


